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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録可能な光ディスクに対する再生方式と再生専用の光ディスクに対する再生方式とが
異なり、プシュプル方式により生成したトラッキングエラー信号を用いて、記録可能な光
ディスクにデータを記録する記録工程と、
　差分位相検出により生成したトラッキングエラー信号を用いて、上記記録工程にてデー
タを記録された記録可能な光ディスクを再生専用の光ディスクの規格に従った再生方式で
照合する照合工程と、
　プシュプル方式により生成したトラッキングエラー信号を用いて、上記記録工程にてデ
ータを記録された記録可能な光ディスクを記録可能な光ディスクの規格に従った再生方式
で照合する他の照合工程と、
　上記照合工程と上記他の照合工程とを切り換える切り換え工程と
　を有する記録方法。
【請求項２】
　上記照合工程と上記他の照合工程とにそれぞれコマンドを割り当てる請求項１記載の記
録方法。
【請求項３】
　記録可能な光ディスクに対する再生方式と再生専用の光ディスクに対する再生方式とが
異なり、プシュプル方式により生成したトラッキングエラー信号を用いて、記録可能な光
ディスクにデータを記録する記録手段と、
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　差分位相検出により生成したトラッキングエラー信号を用いて、上記記録手段にてデー
タを記録された記録可能な光ディスクを再生専用の光ディスクの規格に従った再生方式で
照合する照合手段と、
　プシュプル方式により生成したトラッキングエラー信号を用いて、上記記録手段にてデ
ータを記録された記録可能な光ディスクを記録可能な光ディスクの規格に従った再生方式
で照合する他の照合手段と、
　上記照合手段と上記他の照合手段とを切り換える切り換え手段と
　を有する記録装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、光ディスクにデータを記録する記録方法及び装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、マルチメディア用途に好適な光学ディスクとして、ＤＶＤ（digital versatile di
sc/ digital video disc）と呼ばれる光ディスクが提供されている。この光ディスクは、
いわゆるＣＤ（compact disc）と同じサイズ（直径１２ｃｍ）でありながら、記録トラッ
クの小ピッチ化やデータ圧縮技術等により、記録容量も著しく増大されている。
【０００３】
この光ディスクは、ビデオデータ、オーディオデータ、コンピュータデータなどの広い分
野に対応する。この光ディスクは、再生専用のデータ記録媒体として用いられ、ＤＶＤ－
ＲＯＭと呼ばれる。
【０００４】
また、この光ディスクに対応する再生装置で再生することができるような互換性を有する
記録可能な光ディスクが提供されている。具体的には、データを書き換え可能に記録する
ことができるＤＶＤ＋ＲＷやＤＶＤ－ＲＷ、データを一回に限り記録することができるＤ
ＶＤ－Ｒがある。
【０００５】
これらの光ディスクに対して記録／再生を行う際には、データが記録された記録トラック
に追随するために、レーザ光の集光点の記録トラックからのずれを示すトラッキングエラ
ー信号が生成される。
【０００６】
トラッキングエラー信号の生成には、３スポット方式、差分プシュプル（defferential p
ush-pull; DPP）方式、差分位相検出（differential phase detection; DPD）方式のよう
な種類がある。トラッキングエラー信号は、図２に示す受光部１０１による検出信号に基
づいて生成される。
【０００７】
受光部１０１は、４分割され領域ＳA ，ＳB ，ＳC ，ＳD と、その両側のそれぞれ２分割
された領域ＳE ，ＳF ，ＳG ，ＳH の８領域から構成されている。
【０００８】
受光部１０１は、光ディスクの信号記録面に対向する光ピックアップに備えられ、光ディ
スクからレーザ光の反射光が送られる。受光部１０１の各領域ＳA ，ＳB ，ＳC ，ＳD 、
ＳE ，ＳF ，ＳG ，ＳH からは、受光量に応じたＲＦ信号Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｆ，Ｇ，
Ｈがそれぞれ出力される。
【０００９】
３スポット方式は、回折格子を用いて光ディスクの信号記録面に形成された記録トラック
に沿って３スポットを生成するものである。３スポット方式によるトラッキングエラー信
号ＴＥ3SPは、
ＴＥ3SP＝（Ｅ＋Ｆ）－（Ｇ＋Ｈ）
なる演算により生成される。
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【００１０】
ＤＰＰ方式によるトラッキングエラー信号ＴＥDPPは、図３に示すような回路で生成され
る。この回路において、トラッキングエラー信号ＴＥDPPは、
ＴＥDPP＝｛（Ａ＋Ｄ）－（Ｂ＋Ｃ）｝－｛（Ｆ＋Ｈ）－（Ｅ＋Ｇ）｝
なる演算により生成される。
【００１１】
すなわち、第１の差分器１０２において信号Ｅ，Ｆ，Ｇ，Ｈから演算結果
（Ｆ＋Ｈ）－（Ｅ＋Ｇ）
が算出され、第２の差分器１０３において信号Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄから演算結果
（Ａ＋Ｄ）－（Ｂ＋Ｃ）
が算出される。さらに、第３の差分器１０４において、これらの演算結果から、上記トラ
ッキングエラー信号ＴＥDPPが算出される。
【００１２】
ＤＰＤ方式によるトラッキングエラー信号ＴＥDPDは、図４に示すような回路により生成
される。この回路においては、受光部１０１からの信号Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄは、フィルタ１０
５ａ，１０５ｂ，１０５ｃ，１０５ｄにて濾波され、レベル比較器１０６ａ，１０６ｂ，
１０６ｃ，１０６ｄにて基準電位ＶCとのレベル比較により２値化される。
【００１３】
レベル比較器１０６ａ，１０６ｂの比較結果は位相比較器１０７ａで、レベル比較器１０
６ｃ，１０６ｄの比較結果は位相比較器１０７ｂで、それぞれ位相比較される。これらの
位相比較器１０７ａ，１０７ｂの比較結果は、積分回路１０８で積分され、トラッキング
エラー信号ＴＥDPDとなる。
【００１４】
上記フィルタ１０５ａ，１０５ｂ，１０５ｃ，１０５ｄは、図５に示すように、ＤＣ成分
をカットするためのハイパスフィルタＨＰ１０９とＥＦＭ信号成分を増幅するための２つ
のバンドパスフィルタ１１０，１１１とから構成されている。
【００１５】
バンドパスフィルタ１１０，１１１の出力は、図６に示すように、異なった周波数特性を
有している。これらの出力は、出力選択スイッチＳＷDPDによって切り換えられる。
【００１６】
上記光ディスクからデータを取り出す際には、ＤＰＤ方式によるトラッキングエラー信号
が用いられる。ＤＰＤ方式は、光ディスクの偏心や傾き、レンズの移動などを考慮して、
最も良い信号が得られられるとして選択されたものである。
【００１７】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、例えば、いわゆるＤＶＤ＋ＲＷやいわゆるＤＶＤ－Ｒのような書き込み可能な
光ディスクに対応する記録装置は、いわゆるＤＶＤ－ＲＯＭのような再生専用の光ディス
クに対応する再生装置にて再生することができるようにデータを記録する。
【００１８】
上記記録装置は、書き込み可能な光ディスクに対して、データが未記録の状態でサーボを
かけ、記録のためのタイミングを生成しなければならない。このため、上記記録装置は、
上記再生装置とは異なったトラッキングエラー信号の生成方式を用いてサーボを制御して
いる。また、上記記録装置は、グルーブのウォブルなど上記再生装置では検知できない信
号を用いてデータを記録するためのタイミングを生成している。
【００１９】
上記再生装置は、再生専用の光ディスクに記録したピットの再生信号から生成されるＤＰ
Ｄ方式でトラキングエラー信号を生成している。そして、再生したデータからＰＬＬ（ph
ase-locked loop）により同期信号を検出し、再生に関わるタイミング信号を生成してい
る。
【００２０】
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これに対して、上記記録装置は、記録トラックからＤＰＰ方式によりトラッキングエラー
信号を生成している。データの書き込みのためのタイミングは、記録トラックのグルーブ
を低速で変調したＡＤＩＰ（ADdress In Pre-groove）と高速に変調したファインクロッ
クマーク（Fine Clock Mark）で得ている。なお、このタイミングは、記録時のみではな
く、再生時も使用可能である。
【００２１】
従って、上記記録装置で記録した記録可能な光ディスクが、再生専用の光ディスクに対応
する上記再生装置では再生できないという事態が生じ得る。例えば、ピットが適当に記録
されていない部分がわずかに存在する場合、上記記録装置においては、その部分が正しく
読めなくとも、読めない部分がエラー訂正の範囲であれば特に問題にはならない。しかし
、上記再生装置では、サーボによる制御が不可能となり、その部分の読み取りが不可能に
なる場合が考えられる。
【００２２】
また、タイミングに関しても同様で、上記記録装置においては、記録／再生したピットか
らの信号でタイミング生成がうまくいかなくてもＡＤＩＰなどで生成されるタイミングで
補償できるのに対して、上記再生装置ではそのような補償ができないので、やはり読み取
りが不可能になる場合が考えられる。
【００２３】
特に、記録可能な光ディスク、具体的にはいわゆるＤＶＤ＋ＲＷのフォーマットではマテ
リアル フローあるいはレーザーのパワー調整のために、ピットが必ずしも正しく形成さ
れない書き繋ぎの部分（LINK）があり、この部分で上記のようにピットからの信号でタイ
ミング生成がうまくいかない現象が起きる可能性は低くない。
【００２４】
すなわち、上記記録装置では、書き繋ぎの部分で、グルーブのウォブルによる情報を利用
してデータの抜き取りのタイミングを補償することが可能である。しかし、上記再生装置
では、記録されたデータから得られるタイミング情報しか利用することができない。
【００２５】
いわゆるＤＶＤ－ＲやＤＶＤ－ＲＷでは書き繋ぎの部分は存在しないが、やはり上記のよ
うな現象は起り得る。
【００２６】
もちろん、上記記録装置においては上記再生装置で再生しても問題がないように決められ
た条件で書き込み可能な光ディスクにデータを記録するのだが、様々な記録条件、外乱に
より上記のような現象が起り得ることを否定できない。
【００２７】
このように、書き込み可能な光ディスクに対応する上記記録装置で記録された光ディスク
は、再生専用の光ディスクに対応する上記再生装置では正しく再生することができないお
それがあった。
【００２８】
本発明は、上述の実情に鑑みて提案されるものであって、再生専用の光ディスクに対応す
る再生装置で確実に再生することができるように書き込み可能な光ディスクにデータを記
録する記録方法及び装置を提供することを目的とする。
【００２９】
【課題を解決するための手段】
　上述の課題を解決するために、本発明に係る記録方法は、記録可能な光ディスクに対す
る再生方式と再生専用の光ディスクに対する再生方式とが異なり、プシュプル方式により
生成したトラッキングエラー信号を用いて、記録可能な光ディスクにデータを記録する記
録工程と、差分位相検出により生成したトラッキングエラー信号を用いて、上記記録工程
にてデータを記録された記録可能な光ディスクを再生専用の光ディスクの規格に従った再
生方式で照合する照合工程と、プシュプル方式により生成したトラッキングエラー信号を
用いて、上記記録工程にてデータを記録された記録可能な光ディスクを記録可能な光ディ
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スクの規格に従った再生方式で照合する他の照合工程と、上記照合工程と上記他の照合工
程とを切り換える切り換え工程とを有するものである。
【００３０】
　本発明に係る記録装置は、記録可能な光ディスクに対する再生方式と再生専用の光ディ
スクに対する再生方式とが異なり、プシュプル方式により生成したトラッキングエラー信
号を用いて、記録可能な光ディスクにデータを記録する記録手段と、差分位相検出により
生成したトラッキングエラー信号を用いて、上記記録手段にてデータを記録された記録可
能な光ディスクを再生専用の光ディスクの規格に従った再生方式で照合する照合手段と、
プシュプル方式により生成したトラッキングエラー信号を用いて、上記記録手段にてデー
タを記録された記録可能な光ディスクを記録可能な光ディスクの規格に従った再生方式で
照合する他の照合手段と、上記照合手段と上記他の照合手段とを切り換える切り換え手段
とを有するものである。
【００３１】
このように、本発明は、いわゆるＤＶＤ＋ＲＷやＤＶＤ－Ｒなど記録可能な光ディスクに
対応する記録装置にて記録する場合に、再生方式をいわゆるＤＶＤ－ＲＯＭのような再生
専用の光ディスクに対応する再生方式に適応させるものである。
【００３２】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態について、図面を参照して説明する。
【００３３】
本発明の実施の形態として、光ディスクに対してデータの記録及び／又は再生を行う光デ
ィスク装置について説明する。
【００３４】
この光ディスク装置は、データの記録／再生が可能ないわゆるＤＶＤ＋ＲＷと、再生専用
のいわゆるＤＶＤ－ＲＯＭに対応している。そして、この光ディスク装置は、いわゆるＤ
ＶＤ＋ＲＷに対する記録、いわゆるＤＶＤ－ＲＯＭに対する再生を行う。データが記録さ
れたいわゆるＤＶＤ＋ＲＷの再生は、いわゆるＤＶＤ－ＲＯＭと同様にして行われる。
【００３５】
この光ディスク装置は、いわゆるＤＶＤ＋ＲＷに記録する際には、ＤＰＰ方式にてトラッ
キングエラー信号を生成してトラッキングサーボの制御を行っている。また、いわゆるＤ
ＶＤ－ＲＯＭから再生する際には、ＤＰＤ方式によりトラッキングエラー信号を生成する
。
【００３６】
この光ディスク装置は、データを記録したいわゆるＤＶＤ＋ＲＷに対して、いわゆるＤＶ
Ｄ－ＲＯＭに対応する再生方式で照合を行う。すなわち、トラッキングエラー信号はＤＰ
Ｄ方式により作成する。そして、いわゆるＤＶＤ＋ＲＷフォーマットのリンクも含め、デ
ータの再生のタイミングも含めてすべてピットの再生信号から得た情報のみで生成する。
【００３７】
このような照合を行うことにより、データの記録されたいわゆるＤＶＤ＋ＲＷが、いわゆ
るＤＶＤ－ＲＯＭに対応する再生装置で再生されることが保証される。
【００３８】
図１に示すように、光ディスク装置は、光ディスクのレーザ光を照射して反射光を受光す
る光学ピックアップ１１、光学ピックアップ１１を光ディスクの径方向に移動させるスレ
ッドモータ１２、光ディスクを回転駆動するスピンドルモータ１３、光学ピックアップ１
１を光ディスクの傾きに応じて傾けるスキュー部１４及び光ディスクを装填するロード部
１５を備える機構部１０を有している。
【００３９】
光学ピックアップ１１は、レーザ光を発するレーザダイオード、レーザダイオードから発
したレーザ光を光ディスク上に集光する集光レンズ、光ディスクから集光レンズを介して
得られる反射光を受ける受光部を有している。



(6) JP 4370658 B2 2009.11.25

10

20

30

40

50

【００４０】
スレッドモータ１２は、光学ピックアップ１１がレーザ光により記録／再生を行う光ディ
スク上の位置に応じて、光学ピックアップ１１を光ディスクの径方向に送る。
【００４１】
スピンドルモータ１３は、光学ピックアップ１１から照射される光ディスク上に形成され
るレーザ光のスポットに対して、光ディスクが所定の速度で回転するように回転駆動する
。
【００４２】
スキュー部１４は、光ディスクのそりによる傾きに応じて光学ピックアップ１１を傾ける
ことにより、光ディスクに対してレーザ光の光軸が垂直になるように調整する。
【００４３】
ロード部１５は、光ディスク装置に与えられた光ディスクが、スピンドルモータ１２によ
り回転されて光学ピックアップ１１により記録／再生が可能な状態になるように装荷する
。
【００４４】
これらの部分から構成される機構部１０は、光ディスク装置のサブシャーシに備えられる
。
【００４５】
光ディスク装置は、光学ピックアップ１１により光ディスクから読み出された信号を処理
する読み出し処理部２１と、光学ピックアップ１１により光ディスクに書き込む信号を処
理する書き込み処理部２２とを有している。
【００４６】
読み出し処理部２１は、光学ピックアップ１１から送られたＲＦ信号、スキュー検出信号
に基づいて、光ディスクからの情報信号の読み出しの処理を行う。
【００４７】
読み出し処理部２１には、光学ピックアップ部１１から、上述した受光部のＳA，ＳB，Ｓ

C，ＳD，ＳE，ＳF，ＳG，ＳHにおけるそれぞれの受光量を電気信号に変換したＲＦ信号Ａ
，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｆ，Ｇ，Ｈと、光ディスクの傾きを検出したスキュー検出信号とが送
られる。
【００４８】
読み出し処理部２１は、ＲＦ信号に対するレベル等価（イコライズ）及び自動ゲイン制御
（ＡＧＣ）、サーボエラー検出、プシュプル信号生成、クロックマーク信号検出、ＡＤＩ
Ｐ（address in pre-groove）復調、スキュー検出信号増幅を行う。
【００４９】
ここで、ＡＤＩＰとは、光ディスクのプリグルーブにウォブリングにより記録されたアド
レスである。
【００５０】
　読み出し処理部２１は、デジタル信号処理部２３にアシンメトリ除去ＲＦ信号及びＡＤ
ＩＰデータを送る。また、読み出し処理部２１は、書き込み処理部２２に対してクロック
マーク信号を、サーボ制御部２４に対してサーボエラー信号を、それぞれ送る。サーボエ
ラー信号は、トラッキングエラー信号やフォーカスエラー信号を含んでいる。
【００５１】
トラッキングエラー信号としては、いわゆるＤＶＤ＋ＲＷに対する記録／再生にはＤＰＰ
方式を、いわゆるＤＶＤ－ＲＯＭからの再生にはＤＰＤ方式を、それぞれ用いる。
【００５２】
読み出し処理部２１は、、ＤＰＰ方式を用いてトラッキングエラー信号を発生する回路と
、ＤＰＤ方式を用いてトラッキングエラー信号を発生する回路とを有している。これらの
回路は、システム制御部２６からの制御信号によって切り換えられる。
【００５３】
いわゆるＤＶＤ＋ＲＷの記録の際に行われる照合は、いわゆるＤＶＤ－ＲＯＭに対応する
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ＤＰＤ方式のトラッキングエラー信号が用いられる。
【００５４】
光ディスク装置は、いわゆるＤＶＤ－ＲＯＭに対応するＤＰＤ方式による再生回路を有し
ている。従って、このような照合のためにはこの再生回路を流用すればよい。
【００５５】
書き込み処理部２２は、デジタル信号処理部２３から送られた８／１６符号化信号に基づ
いて、光ディスクに対する情報信号の書き込み処理を行う。
【００５６】
書き込み処理部２２は、読み出し処理部２１からクロックマーク信号が、デジタル信号処
理部２３からマスタークロック信号及び８／１６符号化信号が、光学ピックアップ１１の
フロントモニタの検出信号が、それぞれ送られる。
【００５７】
書き込み処理部２２は、マスタークロックに基づいて書き込みクロック信号を合成し、８
／１６符号化信号から書き込みパルスを生成し、光学ピックアップにおけるレーザ光の自
動パワー制御（ＡＰＣ）を行う。
【００５８】
　書き込み処理部２２は、光学ピックアップ１１に対してレーザダイオードを駆動する書
き込みデータ及び自動パワー制御信号を送る。また、書き込み処理部２２は、デジタル信
号処理部２３に対して、書き込みクロック信号及びクロックマーク信号を送る。
【００５９】
光ディスク装置は、読み出し処理部２１から送られた読み出された信号及び書き込み処理
部２２に送る書き込みのための信号に対して処理を行うデジタル信号処理部２３を有して
いる。
【００６０】
　デジタル信号処理部２３は、主として、読み出し処理部２１から送られた光ディスクか
ら読み出された情報信号及び書き込み処理部２２に送る光ディスクに書き込む情報信号に
対する、符号化／復号の処理を行う。
【００６１】
デジタル信号処理部２３には、読み出し処理部２１からアシンメトリ除去ＲＦ信号が、書
き込み処理部２２から書き込みクロック信号が送られる。デジタル信号処理部２３は、こ
れらの信号に基づいたチャンネル処理、すなわち、読み取りチャンネルのＰＬＬ、８／１
６変調復号、データ補償、ＲＳ－ＰＣ（Reed-Slomon Product Code）復号を行う。
【００６２】
同時に、光ディスクのＣＬＶ（等線速度）制御信号が得られる。このＣＬＶ制御信号は、
サーボ制御部２４に送られる。
【００６３】
なお、データ照合時には、上記処理に書き込みクロックは用いられない。
【００６４】
　また、デジタル信号処理部２３には、外部インターフェース２７からデータが、読み出
し処理部２１からＡＤＩＰデータが、書き込み処理部２２から書き込みクロック信号及び
クロックマーク信号が入力される。デジタル信号処理部２３は、これらの信号に基づいた
データ処理、すなわちＲＳ－ＰＣ（Reed-Solomon Product Code）符号化、ＩＤ（identif
ier）処理、８／１６符号化、ウォブル復号を行う。
【００６５】
データの書き込みのためのタイミングは、記録トラックのグルーブを低速で変調したＡＤ
ＩＰと高速に変調したファインクロックマーク（Fine Clock Mark）で得ている。なお、
このタイミングは、記録時のみではなく、再生時も使用可能である。
【００６６】
デジタル信号処理部２３は、８／１６符号化した情報信号を書き込み処理部２２に送る。
また、デジタル信号処理部２３は、水晶発振器にて発生したクロック信号に基づいてマス
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タークロックを生成し、書き込み処理部２２に送る。
【００６７】
光ディスク装置は、機構部１０に対するサーボ制御を行うサーボ制御部２４と、サーボ制
御部２４からの制御信号に基づいて機構部１０を駆動する駆動部２５とを有している。
【００６８】
サーボ制御部２４は、読み出し処理部２１からのサーボエラー信号及びデジタル信号処理
部２３からのＣＬＶ制御信号に基づいて、駆動部２５を駆動して機構部１０を制御する。
【００６９】
サーボ制御部２４は、これらの信号に基づいて、光学ピックアップ１１の集光レンズを光
軸方向に駆動するフォーカシングサーボ、集光レンズにて集光されるレーザ光のスポット
が記録トラックに追随するように制御するトラッキングサーボ、光学ピックアップ１１を
光ディスクの径方向に移動するスレッドモータ１２を駆動するスレッドサーボ、スピンド
ルモータ１３による光ディスクの回転を制御するスピンドルサーボ等の制御を行う。
【００７０】
駆動部２５は、サーボ制御部２４からの制御信号に基づいて、機構部１０の各部を駆動す
る。すなわち、制御部２５は、光学ピックアップ１１、スレッドモータ１２、スピンドル
モータ１３、スキュー部１４及びロード部１５を駆動する。
【００７１】
光ディスク装置は、この光ディスク装置の各部を制御するシステム制御部２６と、この光
ディスク装置と外部とのインターフェースを行う外部インターフェース２７とを有してい
る。
【００７２】
システム制御部２６は、この光ディスク装置の各部を所定の手順に従って制御する。シス
テム制御部２６は、例えば、ＣＰＵ，ＲＯＭ，ＲＡＭを備えてなるマイクロコントローラ
として構成することができる。
【００７３】
システム制御部２６は、記録可能ないわゆるＤＶＤ＋ＲＷに対しては、記録したデータの
照合が要求されると、再生専用のいわゆるＤＶＤ－ＲＯＭに対応する再生方式で照合を行
うように制御する。
【００７４】
すなわち、システム制御部２６は、いわゆるＤＶＤ＋ＲＷへの記録時にＤＰＰ方式のトラ
ッキングエラー信号を用い、照合時には再生専用のいわゆるＤＶＤ－ＲＯＭからの再生時
に用いられるＤＰＤ方式のトラッキングエラー信号を用いるように制御する。これにより
、いわゆるＤＰＤ＋ＲＷをいわゆるＤＶＤ－ＲＯＭに対応する再生装置によっても確実に
再生することができる。
【００７５】
また、システム制御部２６は、照合の方式として、記録可能ないわゆるＤＶＤ＋ＲＷに対
してはＤＰＰ方式を用いて再生を行い、再生専用のいわゆるＤＶＤ－ＲＯＭに対してはＤ
ＰＤ方式で再生を行うように、切り換え制御することができる。これによって、いわゆる
ＤＶＤ＋ＲＷを記録時と同様のトラッキングエラー信号を用いることにより、確実に再生
することができる。
【００７６】
さらに、システム制御部２６は、記録可能ないわゆるＤＶＤ＋ＲＷの再生時にはグルーブ
のウォブリングによる情報のような記録型の光ディスクに特有の情報を用いるが、データ
の照合時には、再生専用のいわゆるＤＶＤ－ＲＯＭのような光ディスクから得られる情報
のみを用いて再生を行うように制御することもできる。
【００７７】
外部インターフェースは、この光ディスク装置と外部のホストコンピュータとの間でのデ
ータの送受を行う。外部インターフェース２７とホストコンピュータとの間では、例えば
いわゆるＳＣＳＩ（small computer serial interface）によって通信が行われる。
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【００７８】
なお、上述の読み出し処理部２１、書き込み処理部２２、デジタル信号処理部２３、サー
ボ制御部２４、駆動部２５、システム制御部２６及び外部インターフェース２７は、それ
ぞれバス２８を介してデータを送受している。
【００７９】
なお、本実施の形態においては、これまで説明してきたように、いわゆるＤＶＤ＋ＲＷを
いわゆるＤＶＤ‐ＲＯＭに対応する再生装置で再生する場合を主に考慮した。しかし、い
わゆるＤＶＤ‐ＲＷやその他、いわゆるＤＶＤでなくても再生専用のディスク／ドライブ
と記録できるディスク／ドライブが混在する環境が存在すれば、この考え方をそのまま適
用できる。
【００８０】
ただし、記録したディスクはいわゆるＤＶＤ‐ＲＯＭドライブでの再生を保証する必要が
ない場合も考えられるので、すべての照合でいわゆるＤＶＤ－ＲＯＭ方式で再生を行う必
要はなく、照合の方式は必要に応じて切り換えられるようにしてもよい。また、通常の照
合といわゆるＤＶＤ－ＲＯＭ方式でのベリファイで別々にシステム制御部側のコマンドを
割り当てることも考えられる。このシステム制御部は、ホストコンピュータとしても良い
。
【００８１】
【発明の効果】
上述のように、本発明によると、いわゆるＤＶＤ＋ＲＷに対応する記録装置で記録したＤ
ＶＤ＋ＲＷをいわゆるＤＶＤ－ＲＯＭに対応する再生装置で確実に再生することができる
。また、本発明は、いわゆるＤＶＤ－ＲＯＭに対応する記録装置に新たに回路を付加する
ことなく行うことができるので、コストの上昇を招来することはない。
【図面の簡単な説明】
【図１】光ディスク装置の概略的な構成を示すブロック図である。
【図２】光検出部の構成を示す図である。
【図３】ＤＰＰによりトラッキングエラー信号を検出する回路の回路図である。
【図４】ＤＰＤによりトラッキングエラー信号を検出する回路の回路図である。
【図５】図４の回路におけるフィルタの回路図である。
【図６】図５の回路の特性を示す図である。
【符号の説明】
１０　機構部、１１　光学ピックアップ、１２　スレッドモータ、１３　スピンドルモー
タ、１４　スキュー部、１５　ロード部、２１　読み出し処理部、２２　書き込み処理部
、２３　デジタル信号処理部、２４　サーボ制御部、２５　駆動部、２６　システム制御
部、２７　外部インターフェース
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